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空しさなのである。求める対象の不在をしめやかに嘆く消極性に対 て、 むしろこれを激しく志向する積極性を示すのが、愛情を意味する「かなし」の場合である。



























































































































ここに立項されている「かなしくす」には、通説の二義のうち「愛情」の意味しか記されていない。つまり、 「かなしくす」という形が用例上、愛情の方に限定されてい と考えられ 。では、中古以降愛情の「かなし」 は新たな形が出 したと うことなのか。　
今回収集した全三八一例を悲哀と愛情に分類すると、悲哀が






































































































れしと思して睦れきこえたまふを、かなしと見たてまつりたまふにも、 思し立つ筋はいと難けれど、 ……（源氏物語 ・ 賢木）




　「かなしくす」が動詞化しているとすると、 「かなしむ」 「かなしぶ」など上代から存在している「かなし」の動詞形とはどのような関連があるのだろうか。本節では、 「かなしぶ」 「かなしむ」 「かなし る」について考察した関一雄（一九八一）を踏まえて検討 たい。　関によると、 「 「かなしぶ」は『源氏物語』とそれ以前の作品














また２７、 のように、必ずしも格助詞「を」で対象が示されているわけではない例もあるが、 「かなし」の主格は、用例２７の場合「故衛門督」 、用例２８の場合「母上 であることは明確である以上、用例２７の「末の子」 、用例２８ 「浮舟」が、対格とし 現れていることは明らかである。　
このように格助詞「を」を取ることは動詞の特徴として挙げ

































































































































阪倉篤義 「 「かなし」 の意義」 （ 『語文論叢』 （一九七八） 桜楓社所収）関一雄（一九八一） 「 「かなしぶ 「かなしむ 「かなしがる」小
考
	:	 中古仮名文学の用例について」 『山口国文』第四号
古語大辞典（一九八三）小学館岩波 辞典補訂版（一九九〇）岩波書店
（たきぐち
　
みほ／二〇一二年卒業）
の用例も悲哀の意味でとっている。「ただ我恋ひ
かなしむ
むすめの、帰りおはしたるなめり」
とて、泣く泣くごたちをいだして、いだきいれさす。 （源氏物語・手習）
　　
だがこの場合、 「かなしむ」は「むすめ」を修飾しており、文脈上も愛情と捉える方が妥当だと考えられる。
５
　
私が検索に使用した中古の作品の中で見られた用例数を意味する。本文
万葉集、日本書紀・古事記・上代歌謡、源氏物語、今昔物語集、平家物語、方丈記・徒然草・正法眼蔵随聞記・歎異抄…日本古典文学全集伊勢物語、竹取物語…新潮日本古典集成落窪物語、蜻蛉日記 枕草子、宇津保物語、土佐日記 大和語、宇治拾遺物語…新編日本古典文学全集
